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田 上 幼 稚 園 

運営規程 

 

（施設の目的及び運営の方針） 

第１条 この幼稚園（以下「本園」という。）の名称、位置及び目的は、次のとおりとする。 

   (1) 名称 田上幼稚園 

   (2) 位置 鹿児島県鹿児島市田上４丁目１３番１５号 

(3) 目的  本園は学校教育法（昭和 22 年法律第 26 条）第 77 条及び第 23 条の規定に

より、幼児を保育し適当な環境を与えてその心身の発達を助長することを目的

とする。 

 

２ 本園は、教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）、学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）、

子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）その他の関係法令及び関係条例を遵守して

運営する。 

 

 

（子どもの区分ごとの利用定員） 

第２条 本園の子ども・子育て支援法第３１条第１項の利用定員は、次のとおりとする。 

(1)教育標準時間の認定を受けた園児（１号認定） 180人 

 

 

（提供する教育の内容） 

第３条 当園は、子ども・子育て支援法、その他関係法令等を遵守し、幼稚園教育要 

領に基づき、利用子どもの心身の状況等に応じて、特定教育・保育を提供する。 

 

(1)特定教育・保育（法第２７条第１項に規定する特定教育・保育をいう。以下同じ。）

教育・保育給付認定を受けた保護者（以下「保護者」という。）に係る園児に対し、

当該教育・保育給付認定における保育必要量（法第２０条第３項に規定する保育必

要量をいう。以下同じ。）の範囲内において保育を提供する。 

 

（教育を行う日及び時間等） 

第４条 本園の教育を行う日は、月曜日から金曜日までとする。ただし、国民の祝日に関する

法律に規定する休日、12 月 31 日から翌年 1 月 3 日を除く。 



2 

 

 

２ 子ども・子育て支援法第 19 条第 1 項第 1 号の子ども(以下「1 号認定子ども」という。)

への教育の提供については、前項に規定にかかわらず、次の休業日を加える。 

    (1)土曜日 

    (2)夏季休業  ７月２１日から８月３１日まで 

    (3)冬季休業  １２月２３日から１月７日まで 

    (4)学年末休業 ３月２３日から３月３１日まで 

    (5)学年始休業 ４月１日から４月３日まで 

３ 教育を提供する時間は次のとおりとする。 

    (1)教育標準時間認定に関する教育時間 

      １０時から１４時までとする。 

 

 

（職員の職種、員数及び職務の内容） 

第５条 本園に、次の職員を置く。なお、員数は園児数等により変動することがある。 

(1)園長    １名 

(2)副園長   １名 

(3)教諭    １０名程度 ※園児数の増減により変動する場合もある 

(4)園医・園歯科医・園薬剤師 各１名 

(5)事務    ３名程度  ※園児数の増減により変動する場合もある 

 

２ 前項に定める職員の職種は次のとおりとする。 

(1)園長  

 園長は教育の質の向上及び職員の資質の向上に取り組むとともに、園務を司り所属

職員を指揮監督し業務の管理を一元的に行う。 

(2)副園長 

 副園長は、園長を補佐する。 

(3)教諭  

 教諭は学校教育法その他の関係法令に定めるところの職務を行い、小学校 との連

携・接続の保育を行うために担当教諭を決め、小学校との研究、協議会を行う。 

(4)園医・園歯科医・園薬剤師 

 園医・園歯科医・園薬剤師は園児の健康管理を行うとともに、定期健康診断、職員

及び支給認定保護者への相談・指導を行う。 

(5)事務  

 事務は、当園の雑務全般を行う。 
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（保育料等） 

第６条 本園においては、園児の居住する市町村の条例（以下「条例」という。）が定める額

の基本保育料を保護者から徴収する。 

 

２ 本園においては、本園の教育の質の向上を図るため、別表に掲げる特定保育料を徴収する

こととする。 

３ 本園においては、別表に掲げる実費を徴収する。 

４ その他本園の利用において通常必要とされるものに係る費用で保護者に負担させること

が適当と認められるもの 園長が定める金額 

 

（利用の開始及び終了に関する事項等） 

第７条 本園の入園、退園、休園、修了等に関する事項は、園則第 9 条から第 11 条に定める

とおりとする。 

２ 利用の申込みのあった教育標準時間の認定を受けた者と現に本園を利用している教育標

準時間の認定を受けた園児の総数が利用定員の総数を超える場合については、条例の規定

により、申込みを受けた順序により決定する方法等、事前に園長が定めて保護者に明示した

公正な方法により選考する。 

３ 前項の選考の方法その他入園に必要な手続は、毎年度、募集要項を定めて明示する。 

 

（緊急時における対応方法及び非常災害対策） 

第８条 本園においては、園児の安全の確保を図るため、鹿児島市特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の基準に関する条例第21条及び学校保健安全法（昭和33年法律第56号）

第 27 条の規定により学校安全計画等を策定し実施するとともに、同法第 29 条第１項の規

定により危険等発生時対処要領を作成し訓練等を行う。 

２ 本園は 学校保健安全法及び条例の規定に従って、市町村、保護者等への連絡、警察署そ

の他の関係機関との連携を図る。 

 

（虐待の防止のための措置に関する事項） 

第９条 本園は、園児に対する虐待を防止するため、教職員に対する研修を定期的に行う。 
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  附 則 

 この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

 この規程は、平成３０年８月１日から施行する。 

 この規程は、令和元年１０月１日から施行する。 

 この規程は、令和７年４月１日から施行する。 
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 別 表  

１ 特定保育料の種類、支払いを求める理由及びその額 

種類 支払いを求める理由 額 備考 

入園時初回費用

（施設整備費、研

修充実費等） 

園舎等の整備、教職員の

資質向上の為 

50,000 円 入園時 

（日本語）年中・年長 

（英語）最年少～年長 

施設維持費 園舎等の維持費 2,000 円 ・月額（毎月 5 日） 

特定職員人件費 英語クラス運営に係る費

用 

20,000 円 ・月額（毎月 5 日） 

 

２ 実費徴収に係る種類、支払いを求める理由及びその額 

種類 支払いを求める理由 額 備考 

教材費 日常教育材料費 3,000 円 ・月額（毎月 5 日） 

給食費 給食の提供に係る費用 5,000 円 ・月額（毎月 5 日） 

スクールバス費用 通園バスの利用に係る費

用として 

3,500 円 ・月額（毎月 5 日） 

ＰＴＡ会費 ＰＴＡ運営に係る費用 500 円 ・月額 

学用品代 教育課程における教材費

として 

11,450 円程度 ・年度当初 

・文具、粘土、道具箱、

楽器等 

制服、体操服代 制服、体操服に係る費用

として 

32,200 円程度 ・年度当初 

・鞄、靴入、夏冬制服、

帽子、夏冬体操服等 

教材（教育プログ

ラム） 

午後補習に係る費用とし

て 

1,000 円 ・毎月 

・年長のみ 

 ※なお、金額は販売価格等により変動することがある。 

 

 


